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本学と岩手県陸前高田市は、２０１９年に「SDGs 推進にかかる連携協定」を締結し、様々な連携プログラムを

実施しています。 

陸前高田市は岩手県南東部にある太平洋に面した位置にあり、2011 年の東日本大震災においては、岩手県

でもっとも甚大な被害を受けました。それから 8 年後、2019 年 7 月 1 日に持続可能な開発目標（SDGs）の達成

に向けた優れた取り組みを提案した自治体の一つとして「SDGs 未来都市」に選定されました。 

本ワークショップは、「ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくり（世界に誇れる美しい共生社会の

まちづくり）」を目指す陸前高田市での体験を通して、陸前高田市とともに、SDGs の視点で持続可能なまちづくり

を考えていくプログラムです。今年度も、昨年度に引き続き、陸前高田市の夏の伝統行事である「七夕まつり」に

実際に参加し、地域住民の皆さんとの交流を通して、地域コミュニティの在り方を考えます。 

参加を希望する方は、以下の要領により申請を行ってください。 

 

※本プログラムは正課外のプログラムであり、単位認定はありません。 

※大学院生も参加できますが、プログラム内容は学部生向けです。 

 

１ 対象  

（１） 対象学部・学年 

全学部、全学年対象（特別学生を除く） 

 

２ 募集定員・締切 

（１）募集定員 

定員 10 名程度 

※定員を上回った場合選考を行います。選考を通過した場合、原則キャンセルはできません。 

本要綱をご確認の上、全日程に参加できる方のみ申し込みをしてください。 

（２）募集締切 

   ２０２５年６月１６日（月） １７時 

 

３ プログラム内容 

（１）テーマ 

震災遺構の視察や市の防災への取り組みを学ぶとともに、陸前高田の夏の伝統行事である「七夕まつり」へ

参加し、地域住民の皆さんとの交流を通して、地域の伝統文化を次世代へ継承していくことの課題や、地域コ

ミュニティの在り方等を考える。 

（２）プログラム日程 

①事 前 学 習 ：２０２５年７月１６日（水） １８時００分 ～１９時３０分（予定） 

②フィールドワーク：２０２５年８月６日（水）～８日（金） ※一ノ関駅集合・解散。 

※詳細は参加決定者にご案内します。 
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（３）活動内容（予定） 

 ①事前学習 

   陸前高田市（市役所）より、市の概況・課題及び七夕まつりに関する概況説明等を受け、現地フィールドワ

ークに向け、事前準備を行います。 

 ②現地フィールドワーク 

   震災遺構の視察や仮設住宅を体験できる宿泊施設への滞在、市の防災に関する取り組みの紹介等を通し

て今日の陸前高田市を取り巻く環境について学びます。 

また、七夕まつり当日（8 月 7 日）は、華やかに飾られた伝統的な山車を「中央祭組」の皆さんと共に引かせ

ていただき、まつりの「いち担い手」として、参加地域のコミュニティの皆さんとの交流を行います。 

なお、フィールドワーク最終日には、現地フィールドワークで感じたこと等について、市の職員も交えながら

参加者間で意見交換を行います。 

 

４ 応募方法 

（１）以下の Google フォームへアクセスし、必要事項を入力の上、申請してください。 

   URL： https://forms.gle/u8rf8hYwpEzK9HG97 

（２）受講可否連絡 

募集締め切り後（6 月 18 日予定）、受講可否について総長室付教学企画室（kyogaku@hosei.ac.jp）から法政

大学から付与されているメールアドレス宛にメールを送信します。メールが届かない場合は、問い合わせ先ま

でご連絡ください。 

 

５ 選考について 

（１） 定員を超えた場合、「４ 応募方法」で提出された内容に基づき選考を行います。 

選考を通過した場合、原則キャンセルはできません。 

本要綱をご確認の上、全日程に参加できる方のみ申し込みをしてください。 

（２）申請に不備がある場合の連絡や、受講可否等の重要な連絡はメールで行うため、定期的にメールを確認し

てください。 

 

６ プログラムスケジュール（予定） 

６月１６日（月） 募集締切 

６月１８日（水） 受講可否連絡（メール） 

７月１６日（水） 事前学習（18 時～19 時 30 分予定） 

※対面（市ヶ谷会場）・オンライン併用予定 
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８月６日（水） 

～     

８月８日（金） 

現地フィールドワーク 

 

＜予定＞ 

（1 日目） 

●午前：JR 一ノ関駅集合（10 時 30 分予定） 

●午後：陸前高田市役所訪問（市長表敬訪問）、七夕まつり講義受講、 

震災遺構視察 など 

●夜：懇親会 

（2 日目） 

●終日：七夕まつりに参加（まつり準備、実施等） 

●夜：七夕まつり参加者打ち上げ（食事会）に参加 

（3 日目） 

●午前：防災関連講義（陸前高田市役所）他 

●午後：振り返り（発表等）、移動（17 時頃 一ノ関駅解散予定） 

 

７ プログラム参加費用（概算、予定） 

（１）概算費用等 

事前学習参加に関する交通費や現地フィールドワーク参加に係る費用等、参加費用については、自己負担と

なります。 

保険は学生教育研究災害傷害保険が適用されます。 

（https://www.hosei.ac.jp/campuslife/support/saigaihoken/?auth=9abbb458a78210eb174f4bdd385bcf54） 

 

＜現地フィールドワーク費用概算（予定）＞ 

往復新幹線代 約 27,000 円 （東京駅⇔一ノ関駅）※各自手配 

宿泊代（2 泊）  - ※学生負担なし 

懇親会費（1 日目） 約 3,000 円 （現地徴収予定） 

合計 約 30,000 円 （このほかに、食事代がかかります） 

 

（２）現地フィールドワークに係る留意事項 

① 万一やむを得ない事情等（災害発生時など）によりプログラムの中止が決定された場合、その際のキャン

セル料等は参加者の負担となります。 

② 集合・解散は一ノ関駅を予定しています。自宅等から一ノ関駅までの往復（新幹線チケット等）は、ご自身

で手配してください。 

③ 宿泊先は以下の通りです。 

 ＜宿泊予定先＞ 

〇１泊目（８月６日）：３・１１仮設住宅体験館（岩手県陸前高田市米崎町字神田 113-10） 

URL：https://311kasetsu.com/ 

〇２泊目（８月７日）：民宿沼田屋（岩手県陸前高田市米崎町字川内 179-2） 

URL：https://peraichi.com/landing_pages/view/numataya/ 

   ※宿泊は、両日とも、男女別、複数人での相部屋予定です。 

※状況により、宿泊先が変更となる場合があります。 
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８ 問い合わせ先 

  法政大学総長室付教学企画室 

  電話：03-3264-9930  Email：kyogaku@hosei.ac.jp 

  ※メールで問い合わせる場合は、必ず件名を、 

【陸前高田市 SDGｓワークショップ 2025・氏名・所属・学年・学生証番号】としてください。 

 

以上 


